


　

保
存
会
の
中
で
最
も

早
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
っ

た
、
い
わ
ば
〝
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
〟。
法
人
化
の

理
由
と
し
て
「
社
会
的
信
用
が
得
ら
れ
る
」「
行

政
か
ら
の
助
成
や
事
業
が
受
け
や
す
い
」
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。
法
人
化
に
よ
り
、
2
0
0
1

年
春
に
竣
工
し
た
拠
点
施
設
「
棚
田
倶
楽
部
」

の
指
定
管
理
者
に
も
な
っ
た
。

　

行
政
の
事
業
は
３
年
程
度
で
終
わ
る
の
も
の

が
多
い
の
で
、
当
初
か
ら
「
い
か
に
自
主
事
業

を
育
て
て
自
力
で
運
営
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」

を
考
え
た
。「
平
日
の
夜
や
週
末
だ
け
で
は
活

動
は
回
ら
な
い
。
専
任
の
職
員
を
雇
用
す
る
ま

で
の
間
は
、
増
え
た
作
業
量
を
こ
な
せ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が
必
要
」
と
も
言
う
。
ア
イ

デ
ィ
ア
を
も
と
に
多
様
な
事
業
を
展
開
し
、
予

算
規
模
は
4
0
0
0
万
円
を
超
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

今
後
は
、
地
域
に
残
っ
て
い
る
森
林
資
源
に
よ

る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
森
林
の
再

生
、
全
国
の
棚
田
保
存
会
と
協
働
で
棚
田
の
生

き
物
図
鑑
を
作
成
し
、
棚
田
の
生
物
多
様
性
を

保
全
し
て
い
く
、
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
み
た

い
と
い
う
。

　

棚
田
は
農
地
で
あ
り
私
有
財
産
な
の
で
、
維
持
保
全
の
責
任
は
第
一

義
的
に
は
、
所
有
者
で
あ
る
農
家
が
負
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
減
反
政
策
、
過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
さ

れ
る
棚
田
が
増
え
、
一
方
で
、
森
林
と
同
じ
よ
う
に
棚
田
に
も
公
益
的

な
価
値
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

維
持
保
全
を
農
家
だ
け
が
担
う
の
で
は
な
く
、
周
辺
地
域
や
都
市
住
民

を
含
め
た
社
会
全
体
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
“
棚
田
保
全
の
社
会
的
な

機
運
”
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

棚
田
の
保
全
を
掲
げ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
2
0
0
団
体
近
く
あ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
多
く
は
棚
田
の
あ
る
集
落
の
、
農
家
を
中
心
と
す

る
任
意
団
体
で
す
。
そ
し
て
幾
つ
か
の
団
体
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
る

道
に
進
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
は
、
な
ぜ

N
P
O
法
人
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
法
人
に
な
る

と
、
ど
ん
な
違
い
が
出
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
。
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出 来たばかり
の大山千枚田
周辺の川と森
の生き物図鑑

前身団体
の発足

当時の保存会の
構成 それまでの活動 法人化

年月 理事長 理事の
人数 会員数 予算規模

1997年
10月

● 発足時
地権者1.5割
周辺農家8.5割
● 法人化直前
地権者0.5割
周辺農家2.5割
都市住民７割

オーナー制度
交流イベント
体験希望の受け入れ
復田・耕作維持

2003年
10月 石田三示 15人 約320人 約4000万円

NPO 法人せんがまち棚田倶楽部結成！

千葉県鴨川市
NPO法人 大山千枚田保存会

〔 前身：大山千枚田保存会 〕

N
P
O
法
人
に
な
っ
た

棚
田
保
存
会

特
集



特集 NPO法人になった棚田保存会
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せんがまち棚田倶楽
部のホームページ

オーナー田植え

前身団体
の発足

当時の保存会の
構成 それまでの活動 法人化

年月 理事長 理事の
人数 会員数 予算規模

1999年
4月

地権者６割
集落の人４割

交流イベント
体験希望の受け入れ
棚田米の販売
復田・耕作維持
田んぼの学校

2010年
２月 山本 哲 ７人 15人 約520万円

前身団体
の発足

当時の保存会の
構成 それまでの活動 法人化

年月 理事長 理事の
人数 会員数 予算規模

2001年

地権者１割
集落の人２割
周辺農家４割
都市住民３割

オーナー制度
交流イベント
体験希望の受け入れ
棚田米販売
復田・耕作維持

2008年
11月 田口  譲 15人 約120人 約900万円

   

「
ま
ち
づ
く
り
の
景
観
資
源
と
し
て
棚
田
を

活
用
す
る
た
め
、
保
全
活
動
を
明
確
に
し
、

さ
ら
に
地
域
社
会
の
信
頼
を
高
め
る
」
こ
と

を
目
指
し
法
人
化
。
そ
の
結
果
、「
保
全
に

関
す
る
行
動
が
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
行
政
機
関
か
ら
の
助
成
が
受
け

や
す
く
な
っ
た
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
連
の
情
報
が
多

く
入
る
よ
う
に
な
っ
た
」、
一
方
で
「
事
務
量

が
増
加
し
対
応
が
困
難
に
な
っ
た
」「
事
務

機
器
の
整
備
が
必
要
に
な
っ
た
」
等
が
あ
る
。

　

課
題
は
「
専
任
の
事
務
担
当
者
の
確
保
。

活
動
経
費
の
安
定
的
な
確
保
」「
保
全
に
関

す
る
行
動
に
参
加
で
き
る
人
の
確
保
」
と
の

こ
と
。

　

今
後
は
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
る
棚
田

保
全
を
増
加
さ
せ
、
よ
り
安
定
し
た
景
観

保
全
を
目
指
す
。
ま
た
、
棚
田
と
里
山
は
一

体
的
な
も
の
で
、
棚
田
保
全
と
里
山
（
主

と
し
て
美
し
い
景
観
）
保
全
は

同
時
に
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
景
観
の
改
善
に
向
け

て
、
周
囲
の
樹
木
を
常
緑
樹

か
ら
落
葉
樹
に
し
た
い
と
い
う

希
望
も
あ
る
。

   

「
地
元
住
民
の
棚

田
に
対
す
る
意
識

の
向
上
、
外
部
へ
の

P
R
と
社
会
的
信
用

度
の
向
上
」
を
目
指

し
法
人
化
。

　

法
人
化
後
は
「
高
校
生
や
大
学
生

等
の
体
験
、
研
究
機
関
の
参
加
が
増

加
し
た
」「
企
業
の
援
助（
賛
助
会
員
、

一
社
一
村
運
動
）
が
増
え
た
」
等
の

プ
ラ
ス
の
効
果
の
一
方
で
、
取
材
や

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
以
前
に
比
べ
て

事
務
的
負
担
が
増
加
し
た
と
い
う
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
「
オ
ー
ナ
ー

制
度
の
充
実
と
棚
田
市
場
の
開
設
」

「
棚
田
を
利
用
し
た
地
場
産
品
の
開

発
」「
耕
作
放
棄
地
の
再
利
用
（
農

村
公
園
、
自
然
公
園
等
）」
な
ど

を
挙
げ
る
。
ほ
か
に
も
、
棚
田
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
棚
田
コ
ン

サ
ー
ト
等
の
実
施
な
ど
。
や
り
た
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
の
、
企

画
や
準
備
の
た
め
の
人
材
と
時
間
が

足
り
な
い
の
が
悩
み
だ
と
い
う
。

静岡県菊川市
NPO法人 せんがまち棚田倶楽部

〔 前身：上倉沢棚田保全推進委員会 〕

岐阜県恵那市
NPO法人 恵那市坂折棚田保存会

〔 前身：坂折棚田保存会 〕



前身団体
の発足

当時の保存会の
構成 それまでの活動 法人化

年月 理事長 理事の
人数 会員数 予算規模

1996年
4月

集落２割
都市住民８割

オーナー制度
交流イベント
復田・耕作維持
自然観察会

2010年
11月 寺西  章 12人 約180人 約600万円

前身団体
の発足

当時の保存会の
構成 それまでの活動 法人化

年月 理事長 理事の
人数 会員数 予算規模

2001年
地権者3.5割
集落の人0.5割
都市住民６割

交流イベント
体験希望の受け入れ
復田・耕作維持
里山保全

2010年
3月 中山  茂廣 13人 約130人 約300万円
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蕨
野
の
棚
田
が
2
0
0
8
年
夏
に

「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
ば
れ
た

の
を
機
に
、
棚
田
米
の
生
産
・
販
売
に

専
念
す
る
《
蕨
野
棚
田
保
存
会
》
と
、

交
流
等
を
受
け
持
ち
集
落
外
の
助
け

も
借
り
な
が
ら
棚
田
を
保
全
し
て
い
く

《
守
ろ
う
会
》
と
い
う
役
割
分
担
が
生

ま
れ
た
。
N
P
O
法
人
に
な
っ
た
こ
と

で
、
行
政
な
ど
か
ら
の
補
助
も
受
け
や

す
く
な
っ
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
制
度
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
佐
賀
大
学
の
実
習
田
が
あ
っ
た
り
、

体
験
の
受
け
入
れ
、
菜
の
花
の
種
ま
き

と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
棚
田
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
用
の
遊
歩
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
「
専
従
の
事
務
局

や
事
務
所
を
持
つ
こ
と
」。
ま
た
、
棚

田
保
全
に
都
市
住
民
、
佐
賀
大
学
の

手
助
け
と
、
新
た
に
障
害
者
の
授
産

所
の
手
助
け
を
受
け
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。

　

任
意
団
体
と
し
て
発
足
以
来
15
年
が
経
過

し
、
指
導
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら
一

集
落
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
集
落
以
外
か
ら
も
指
導
者
（
会
員
）
を

募
り
、よ
り
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め
に
改
組
。

　

法
人
化
で
公
的
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
反
面
、
事
業
完
了
ま
で
の
繋
ぎ
資
金
の

確
保
が
必
要
に
な
る
、
税
理
士
報
酬
等
の
想

定
以
上
の
費
用
が
か
さ
む
、
な
ど
の
現
象
も
生

じ
た
。
ま
た
助
成
は
使
途
に
制
約
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
来
の
活
動
（
オ
ー
ナ
ー
制
）
と
の
整

合
性
に
苦
慮
す
る
面
も
あ
っ
た
。

　

当
面
の
課
題
は
、
自
由
に
使
え
る
活
動
資

金
を
捻
出
す
る
方
策
を
確
立
す
る
こ
と
。「
棚

田
オ
ー
ナ
ー
以
外
の
、
例
え
ば
全
国
の
明
日
香

フ
ァ
ン
に
賛
助
会
員
と
し
て
入
会
を
募
り
（
古

都
明
日
香
保
存
財
団
と
の
連
携
を
検
討
中
）、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
賛
意
を

得
ら
れ
る
努
力
を
続
け
る
べ
き

と
思
う
。
認
定
N
P
O
を
目

指
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
活

動
内
容
を
確
立
し
て
い
き
た
い
」

そ
う
だ
。

特集 NPO法人になった棚田保存会

案山子コンテスト
の応募作品の写
真がずらりと並ぶ
掲示板

ウォーキングの心強い
味方、遊歩マップ

奈良県明日香村
NPO法人 明日香の未来を創る会

〔 前身：稲渕棚田ルネッサンス実行委員会 〕

佐賀県唐津市
NPO法人 蕨野の棚田を守ろう会

〔 前身：蕨野棚田保存会 〕





　

紀
州
（
和
歌
山
県
）
有
田
川
町
の
東
、

清
水
に
あ
ら
ぎ
島
が
あ
り
ま
す
。
霊
峰
・

高
野
山
を
源
流
と
し
た
有
田
川
の
流
れ

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
扇
形
、
又
、
は
ま

ぐ
り
に
も
似
た
形
を
し
た
、
54
枚
か
ら

な
る
2
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
棚
田
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
大
庄
屋
で
あ
る
笠
松
左
太

夫
が
私
財
を
投
じ
て
起
こ
し
た
事
業
の

ひ
と
つ
に
よ
り
新
田
開
発
さ
れ
、
三
百

数
十
年
に
わ
た
り
「
田
ん
ぼ
」
と
し
て

作
ら
れ
た
あ
ら
ぎ
島
は
、
現
在
六
軒
の

農
家
が
守
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
に
左
右
さ
れ
る
農
業
の
厳
し
さ

の
中
で
、
田
ん
ぼ
が
あ
る
か
ら
、
生
活

の
為
に
作
っ
て
い
か
に
ゃ
と
先
祖
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
「
米
を
作
る
」
と
い

う
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
高
齢
化
と
い

う
時
代
の
流
れ
に
直
面
し
ま
し
た
。
田

植
え
、
真
夏
の
草
刈
り
、
水
普
請
、
稲

刈
り
等
、
オ
ー
ナ
ー
制
も
必
要
か
と
ギ

リ
ギ
リ
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
中
で
平
成

８
年
「
あ
ら
ぎ
島
景
観
保
全
保
存
会
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
同
年
、
美
し
い

む
ら
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
、
平
成
11
年
に
は
「
日
本

の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
、生
活
資
源
「
田

ん
ぼ
」
に
観
光
資
源
が
加
わ
り
「
棚
田
」

と
し
て
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
ち
の
観
光
事
業
の
一
環
と
し
て
、

田
植
え
稲
刈
り
な
ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
、「
棚
田
ウ
オ
ー
ク
」「
キ
ャ
ン
ド
ル

ラ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

in 

あ
ら
ぎ

島
」
な
ど
の
観
光
型
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た

保
育
園
児
と
地
元
若
者
と
の
稲
作
を
通

じ
て
の
ふ
れ
あ
い
が
、
あ
ら
ぎ
島
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
延
べ
1
1
0
0
人
以
上
が
田
ん
ぼ

の
土
を
踏
ん
で
く
れ
ま
す
。
体
験
参
加

の
子
供
は
お
米
を
作
る
大
切
さ
を
学
び
、

大
人
は
地
形
、
歴
史
の
事
や
水
源
涵
養

機
能
に
つ
い
て
も
学
ん
で
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

特
に
私
た
ち
の
心
を
動
か
す
の
は
地

元
、
八
幡
小
学
校
の
稲
つ
く
り
で
す
。
籾

蒔
き
か
ら
田
植
え
、
稲
刈
り
、
精
米
ま

新
田
開
発
を
し
た
先
人
の
思
い
と
努
力
を
胸
に
次
世
代
に
繋
げ
た
い

有
田
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
、心
の
原
風
景「
あ
ら
ぎ
島
」

左上：キャンドルライトイルミネーション in あらぎ島。秋篠宮家悠仁様の誕生日のお祝いイベント
左下：雪のあらぎ島／右：緑がまぶしい初夏のあらぎ島全景

和
歌
山
県
有
田
川
町
あ
ら
ぎ
島
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害
か
ら
の
復
旧
作
業
、担
い
手
（
後
継
者
）

問
題
が
今
後
の
私
た
ち
の
課
題
で
す
。

　

来
る
平
成
25
年
11
月
に
は
第
19
回
全

国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
が
有
田

川
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
農
村
の
歴
史

的
文
化
遺
産
の
棚
田
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
機
能
を
い
つ
ま
で
も
存
続
さ
せ
て

い
き
た
い
」、
保
存
会
メ
ン
バ
ー
は
地
域

と
行
政
と
共
に
サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
、

世
代
を
超
え
て
継
承
し
て
い
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
地
域
活
性
に
繋
が
り
、
ま
た
地

元
を
離
れ
た
者
が〝
あ
ら
ぎ
島
〟を
メ
デ
ィ

ア
で
目
に
す
る
度
に
、
ふ
る
さ
と
を
誇

り
に
想
っ
て
ほ
し
い
と
。
ま
た
、
あ
ら

ぎ
島
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
達
に
は
農
業

の
厳
し
さ
と
よ
ろ
こ
び
、
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
を
耕
作
を
つ
う
じ
て
実
感
し
て

も
ら
い
、
将
来
に
受
け
継
い
で
行
け
る

よ
う
【
棚
田 

あ
ら
ぎ
島
】
が
日
本
人
の

心
の
原
風
景
に
な
る
よ
う
私
た
ち
は
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

あ
ら
ぎ
島
景
観
保
全
保
存
会　

会
長

西
林
輝
昌

■あらぎ島の棚田へのアクセス
【公共交通】�ＪＲ紀勢本線藤並駅下車、有田鉄道�

バス花園線三田停留所下車、徒歩１分
【自�動�車】���阪和自動車道有田ＩＣを降りて国道480

号を東へ50分

■ お問い合わせ
和歌山県有田川町役場
産業振興部清水行政局産業振興室
Tel.0737-52-2111（代）FAX.0737-25-9005
E-mail:s.sangyoshinko@town.aridagawa.lg.jp
●ホームページURL
http://www.town.aridagawa.lg.jp/

左：棚田を支える人たち。右端が西林さん／中：菅笠、絣の衣装、緋色の襷の早乙女隊
右：田植え体験。全体が見渡せます

八幡小学校の３・４年生１５人。ビッグ案山子もサミットを待つ

で
す
べ
て
授
業
の
中
に
採
り
入
れ
、
農

業
の
厳
し
さ
と
収
穫
の
喜
び
を
学
び
ま

す
。
こ
の
授
業
に
私
た
ち
が
お
手
伝
い
、

協
力
で
き
る
事
は
将
来
の
後
継
者
を
育

て
る
原
点
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ぎ
島
は
春
夏
秋
冬
、
毎
日
違
う
顔

で
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
毎
日
大
勢
の
棚
田
フ
ァ

ン
が
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
訪
れ
ま
す
。
私

自
身
も
あ
ら
ぎ
島
を
撮
り
続
け
て
三
十

年
。
あ
ら
ぎ
島
は
生
き
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
例
に
洩
れ
ず
、
野
生
動
物

と
の
共
存
、
23
年
に
発
生
し
た
自
然
災

7



の
食
べ
が
い
の
な
い
青
い
実
を
ど
ん
な

生
き
物
が
食
べ
る
の
か
、
い
つ
か
そ
の

食
べ
ら
れ
る
現
場
を
見
て
み
た
い
も
の

で
す
。

　

こ
の
青
い
実
、
ぎ
ゅ
っ
と
つ
ま
ん
で

み
る
と
勢
い
よ
く
白
い
弾
が
発
射
さ

れ
ま
す
。
そ
の
弾

力
は
、
硬
い
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
上
だ

と
、
ま
る
で
ピ
ン

ポ
ン
玉
の
よ
う
に

跳
ね
上
が
り
、
植

物
ら
し
く
な
い
質

感
で
す
。

　

ま
た
ジ
ャ
ノ
ヒ

ゲ
の
根
は
漢
方
に

も
利
用
さ
れ
、
咳

や
た
ん
に
効
く
麦

門
冬
（
ば
く
も
ん

ど
う
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
目
で
楽

し
め
薬
に
も
な
る
、
そ
ん
な
冬
の
青
い

宝
石
、
棚
田
の
あ
る
集
落
に
は
き
っ
と

ど
こ
か
に
光
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

（
自
然
観
察
指
導
員　

桐
原
真
希
）

第
30
回ジャノヒゲ

　

辰
年
の
平
成
24
年
、
十
二
支
の
う
ち

唯
一
実
在
し
な
い
竜
で
す
が
、
そ
の
名

に
ち
な
ん
だ
動
植
物
は
結
構
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ユ
リ
科
の
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ

ン
に
、
果
物
の
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
仲
間
に
、
深
海
魚

の
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
、
名
前
を

並
べ
る
だ
け
で
も
、

こ
の
原
稿
の
文
字
が

埋
ま
っ
て
し
ま
う
く

ら
い
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
も
、
実

は
「
竜
」
が
ら
み
。

別
名
を
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ

ゲ
と
言
い
ま
す
。
寒

い
季
節
の
里
山
の
林

床
な
ど
で
、
鮮
や
か

な
美
し
い
青
い
色
の
実
を
付
け
ま
す
。

大
き
さ
は
約
直
径
７
ミ
リ
。
正
し
く
は

実
で
は
な
く
、
種
子
の
部
分
が
目
立
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
身
は
、
殆

ど
が
乳
白
色
の
硬
い
胚
乳
で
、
食
べ
ら

れ
る
部
分
は
青
い
皮
だ
け
。
一
体
、
こ

撮影：桐原真希

8
※「田んぼの生き物たち」は今回が最終回です。長い間の連載ありがとうございました。



　
香
川
県
土
庄
町
は
小
豆
島
の
玄
関

口
、
そ
の
西
に
あ
る
豊
島
も
町
域
に
し

て
い
る
。
豊
島
は
小
豆
島
の
6
分
の
1

の
面
積
で
あ
る
が
、
同
じ
様
に
オ
リ
ー

ブ
の
栽
培
が
盛
ん
な
島
で
あ
る
。

　
小
豆
島
の
小
豆
島
町
、
旧
池
田
町
の

中
山
千
枚
田
は
島
の
棚
田
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
の
優
れ
た
景
観
で
百
選
に
も
え

ら
ば
れ
て
い
る
が
、
豊
島
の
棚
田
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
2
0
1
0
年
7
月
に

小
豆
島
・
豊
島
・
直
島
な
ど
、
瀬
戸
内

の
7
つ
の
島
を
舞
台
に
し
て
開
催
さ
れ

た
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
あ
わ
せ
て
、

唐
櫃
の
棚
田
が
一
部
復
田
さ
れ
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

9

オ
リ
ー
ブ
の
島
に
あ
る
棚
田
　
　

香
川
県
土と
の
し
ょ
う庄
町
ち
ょ
う

豊て

島し
ま

唐か
ら

櫃と

�中
なかしま

島�峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。棚田学会会
長。 全国棚田 ( 千枚田 ) 連絡協議会理
事、棚田サミット開催地選定委員会委員
長。1933 年宮崎県生まれ。早稲田大
学教育学部地歴科卒。2004 年まで早
稲田大学教育学部教授。著書に『日本
の棚田—保全への取組み』『百選の棚
田を歩く』『続・百選の棚田を歩く』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

瀬
戸
内
の
海
に
向
か
っ
て

ひ
ろ
が
る
棚
田
と
ア
ー
ト

　

2
0
1
0
年
9
月
中
旬
、
残
暑
が
厳
し

い
日
に
唐
櫃
を
訪
ね
た
。
豊
島
へ
は
幾
つ

か
の
コ
ー
ス
が
あ
る
が
、
私
は
高
知
県
梼

原
町
か
ら
の
帰
路
に
立
ち
寄
っ
た
た
め
、

高
松
か
ら
小
豆
島
に
渡
り
、
豊
島
の
唐
櫃

に
寄
港
す
る
小
豆
島
と
宇
野
を
結
ぶ
船
便

を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
高
松
桟
橋
を

7
時
40
分
に
出
発
し
た
急
行
フ
ェ
リ
ー
は

満
席
に
近
い
通
勤
客
を
乗
せ
、
30
分
で
小

豆
島
の
土
庄
港
に
着
い
た
。

　

土
庄
か
ら
宇
野
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
は
1

日
7
便
、
そ
の
う
ち
の
4
便
が
唐
櫃
に
寄

港
す
る
。
土
庄
発
8
時
40
分
の
フ
ェ
リ
ー

に
乗
り
、
目
の
前
に
横
た
わ
る
豊
島
に
向

か
う
と
、
み
る
み
る
島
は
大
き
く
な
り
、

北
向
き
の
斜
面
に
拓
か
れ
た
棚
田
が
船
上

か
ら
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
9
時
10
分
、

夏
の
強
い
日
差
し
に
さ
ら
さ
れ
た
唐
櫃
港

に
到
着
し
た
。

　

港
に
は
、
町
役
場
か
ら
知
ら
せ
を
う
け

た
唐
櫃
棚
田
保
存
会
の
会
長
、
曽
我
清
治

さ
ん
が
待
っ
て
い
た
。
島
の
北
側
、
本
土

に
面
し
て
い
る
唐
櫃
は
戸
数
1
6
0
戸
ほ

ど
の
集
落
。
そ
の
半
分
ず
つ
が
海
岸
の
唐

櫃
浜
と
標
高
1
0
0
〜
1
5
0
㍍
の
斜
面

に
位
置
す
る
唐
櫃
岡
に
わ
か
れ
て
お
り
、

そ
の
間
に
棚
田
が
分
布
し
て
い
る
。
さ
っ

そ
く
、
曽
我
さ
ん
が
運
転
す
る
軽
ト
ラ
の

助
手
席
に
乗
り
棚
田
へ
向
か
う
。
港
か
ら

岡
集
落
が
始
ま
る
1
0
0
㍍
の
高
さ
ま
で

一
気
に
坂
を
上
る
と
視
界
が
ひ
ら
け
、
瀬

戸
内
の
海
に
向
か
っ
て
ひ
ろ
が
る
寒か

ん

田た

地

区
の
棚
田
が
姿
を
み
せ
る
。
船
か
ら
見
た

棚
田
だ
。
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寒
田
地
区
に
は
傾
斜
6
分
の
1
の
斜
面

に
10
㌶
、
2
8
0
枚
ほ
ど
の
棚
田
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
復
田
さ
れ
た
1
㌶
を
含
め
て

お
よ
そ
3
分
の
1
の
3
㌶
が
耕
作
さ
れ
て

い
る
。
放
棄
さ
れ
た
部
分
も
薮
払
い
や
草

刈
り
が
行
わ
れ
、
棚
田
の
形
状
が
保
た
れ

復
田
す
る
の
も
容
易
な
状
態
。
1
枚
の
広

さ
は
1
〜
5
㌃
、
2
〜
3
㌃
の
も
の
が
多

い
。
法
面
は
下
の
3
分
の
1
が
石
積
み
、

3
分
の
2
が
土
坡
、
高
さ
は
1
〜
2
㍍
ほ

ど
。
石
積
み
は
、
豊
島
で
ゴ
ウ
ラ
石
と
よ

ば
れ
る
鉄
平
石
が
用
い
ら
れ
、
な
な
め
に

丁
寧
に
積
ま
れ
て
い
る
。

　

復
田
は
、
2
0
0
9
年
2
月
に
結
成

さ
れ
た
唐
櫃
水
利
組
合
員
の
有
志
13
名

が
つ
く
る
唐
櫃
棚
田
保
存
会
に
よ
る
も

の
。
福
武
財
団
か
ら
の
助
成
金
を
え
て

2
0
0
9
年
7
月
か
ら
2
0
1
0
年
3

月
に
か
け
て
寒
田
地
区
の
西
部
で
実
施

さ
れ
た
。
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
岡
が
12

名
、
浜
が
1
名
の
構
成
で
、
会
長
の
曽

我
さ
ん
を
の
ぞ
け
ば
役
場
や
町
内
の
土

建
業
な
ど
に
勤
め
る
兼
業
農
家
。
樹
木

を
伐
採
し
、
薮
を
払
っ
て
焼
き
、
草
刈
り
、

田
の
補
修
を
行
い
、
面
積
1
㌶
、
35
枚

前
後
の
棚
田
が
よ
み
が
え
っ
た
。
そ
の

管
理
は
、
保
存
会
の
会
員
の
ほ
か
福
武

財
団
が
雇
用
す
る
2
名
の
職
員
と
緊
急

雇
用
対
策
事
業
で
町
が
雇
用
す
る
2
名

の
職
員
が
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

寒
田
地
区
の
東
部
で
は
放
棄
さ
れ
た
棚

田
を
利
用
し
て
世
界
的
な
建
築
家
と
し

て
知
ら
れ
る
西
沢
立
衛
さ
ん
が
設
計
し

た
豊
島
美
術
館
と
よ
ば
れ
る
ド
ー
ム
状

の
ア
ー
ト
が
完
成
に
近
く
、
そ
の
周
辺

の
棚
田
4
〜
5
枚
が
あ
わ
せ
て
復
田
さ

れ
て
い
た
。

　

用
水
源
は
唐
櫃
水
利
組
合
が
管
理
す
る

明
神
池
、
3
年
前
に
5
0
0
0
万
円
を
か

け
て
改
修
。
そ
の
10
％
を
15
戸
の
受
益
者

が
負
担
、復
田
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
池
に
は
、
島
内
15
〜
16
か
所
に
あ
る

ア
ー
ト
の
一
つ
、「
豊
島
の
気
配
」
と
名
付

け
ら
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
池

の
な
か
に
水
鳥
が
群
れ
、
風
が
吹
く
と
羽

を
動
か
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
か
つ

て
島
の
棚
田
が
す
べ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た

時
代
、
当
番
の
水
番
が
潅
漑
水
を
差
配
、

池
の
最
後
の
水
は
入
札
に
よ
り
利
用
が
決

め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
今
で
も
水
の
有

無
に
は
敏
感
で
、
水
の
心
配
が
な
い
池
掛

か
り
は
収
穫
が
遅
い
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
水
に

不
安
の
あ
る
沢
水
掛
か
り
は
収
穫
が
早
い

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

よ
み
が
え
ら
せ
た
棚
田
を
守
る

　

曽
我
さ
ん
は
63
歳
、
今
は
60
歳
の
奥

さ
ん
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
高
校

卒
業
後
、
大
阪
府
岸
和
田
市
の
石
屋
に

就
職
。
石
工
と
し
て
の
技
術
を
身
に
つ

け
、
33
歳
に
な
っ
た
1
9
8
0
年
に
島

に
帰
っ
て
き
た
。
島
は
加
工
が
容
易
な

角
礫
凝
灰
岩
の
産
地
で
石
屋
が
多
い
。

帰
郷
後
、
す
ぐ
に
島
内
の
石
材
会
社
に

入
り
、
農
繁
期
に
は
機
械
を
使
う
農
作

業
を
手
伝
っ
た
。
両
親
が
な
く
な
っ
て

か
ら
は
60
歳
の
定
年
ま
で
会
社
勤
め
を

続
け
る
兼
業
農
家
だ
っ
た
。

　

定
年
後
は
農
業
に
専
念
、
現
在
自
家

の
50
㌃
、
20
枚
と
従
兄
の
30
㌃
、
11
枚

の
棚
田
を
耕
作
し
て
い
る
。
し
か
し
、

奥
さ
ん
が
島
内
に
広
大
な
オ
リ
ー
ブ
園

を
所
有
す
る
東
洋
オ
リ
ー
ブ
に
勤
め
て

い
る
の
で
、
世
帯
と
し
て
は
兼
業
農
家

で
あ
る
。
使
用
す
る
機
械
類
は
、
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
（
15
馬
力
）、
歩
行
型
2
条

植
え
田
植
機
、
乗
用
型
2
条
刈
コ
ン
バ

イ
ン
、
耕
耘
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
乾
燥

機
と
種
類
が
多
く
、
す
べ
て
中
古
を
購

入
し
た
と
い
う
。
唐
櫃
水
利
組
合
の
組

合
長
を
10
年
、
そ
の
関
係
か
ら
唐
櫃
棚

田
保
存
会
の
会
長
に
な
り
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
の
代
表
も
務
め
る
集
落

の
キ
ー
マ
ン
的
存
在
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
農
協
出
張
所
に
唐
櫃
棚
田

保
存
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
町
の
活
性

化
事
業
促
進
の
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
豊
島
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会

の
事
務
所
も
同
居
し
て
い
る
。
協
議
会

は
町
長
が
会
長
、
町
の
農
林
水
産
課
の

職
員
、
豊
島
観
光
協
会
会
長
、
島
内
の

3
自
治
会
会
長
、
唐
櫃
棚
田
保
存
会
会

長
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
に
し
て
い
る
。
事

務
所
で
休
ん
で
い
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん

上：明神池と棚田
の風景
中：棚田のそばに
設けられたアート
作品「豊島の気配」
下：小豆島ととも
にオリーブの島と
しても知られる

せんがまち棚田倶楽
部のホームページ



　集落の東には唐櫃浜の1号池のほか小さな溜池がいく
つか並んでいる。標高150㍍付近に湧水帯があるらしい。
　そのなかの一つ、神社横にある明神池の水源、さぬ
きの名水にもえらばれている「唐櫃の清水」を見ること
ができた。石造りのタンクに水温摂氏15度の湧水が吹き
出し、吐出し口からの水はかつて飲料水として利用され
た。その余水は下に設けられた石造の3つの水槽に導
かれる。すなわち、直下中央の少し高いところにスイカな
ど食物を冷やす桝があり、そこから溢れた水が左右の
野菜などの洗い場と洗濯物の濯ぎ場に分かれる仕組み
になっている。さらにその下には障子など大物の洗い場
と衣類の洗濯場があり、洗濯場の下手がオムツの洗い
場だったという。ここは、1960年代に水道がひかれるまで、
集落中の女たちが集まり、一日中井戸端会議で賑わった
ところ。また、水を汲みに来る子供たちに集落の一員と
しての自覚をもたせる躾の場でもあった。
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が
野
菜
を
持
っ
て
き
た
。
野
菜
は
推
進

協
議
会
の
事
務
所
が
仲
介
し
、
島
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
島
き
っ
ち
ん
」（
上
写
真
）

に
届
け
ら
れ
る
そ
う
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン

は
古
民
家
を
改
造
し
た
ア
ー
ト
作
品
の

一
つ
。
芸
術
祭
の
開
催
期
間
中
、
東
京

丸
ノ
内
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
が
出
張
し
腕

を
ふ
る
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

食
後
、
島
の
南
側
を
案
内
し
て
も
ら
っ

た
。
ま
ず
東
へ
向
う
と
小
豆
島
と
の
間

に
あ
る
小
島
、
肉
牛
の
飼
育
が
行
わ
れ

て
い
る
小お

豊で

島じ
ま

が
見
え
て
く
る
。
地
図

を
み
る
と
小
さ
な
集
落
が
点
在
、
放
牧

で
も
し
て
牛
を
飼
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
対
し
、
豊
島
は
か
つ
て
乳

牛
の
飼
育
が
盛
ん
で
ミ
ル
ク
の
島
と
い

わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
は
オ
リ
ー

ブ
の
島
。
そ
の
オ
リ
ー
ブ
園
が
島
の
南

へ
ま
わ
る
と
現
わ
れ
る
。
東
洋
オ
リ
ー

ブ
の
経
営
で
、
小
豆
島
よ
り
も
豊
島
に

広
い
面
積
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
オ

リ
ー
ブ
園
の
下
に
広
が
る
海
の
彼
方
に

は
ぼ
ん
や
り
と
か
す
む
高
松
の
ビ
ル
街

が
浮
か
ん
で
い
た
。
再
び
唐
櫃
に
戻
り
、

海
岸
か
ら
棚
田
を
見
上
げ
る
と
、
曽
我

さ
ん
が
耕
作
す
る
3
か
所
の
棚
田
の
区

画
が
際
立
っ
て
美
し
く
見
え
る
。
よ
く

草
が
刈
ら
れ
世
話
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。

豊島唐櫃の棚田へのアクセス

今
年
復
田
さ
れ
た
棚
田
も
福
武
財
団
や

緊
急
雇
用
対
策
の
職
員
に
よ
っ
て
よ
く

管
理
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

職
員
の
雇
用
は
3
年
間
の
期
限
つ
き
で

来
年
に
は
終
了
す
る
。
当
然
保
存
会
へ

の
負
担
が
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
一
切
口
に
し
な
い
曽
我
さ

ん
の
心
の
な
か
で
は
復
田
し
た
棚
田
を

守
っ
て
い
く
覚
悟
が
で
き
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
放
棄
地
か
ら
見
事
に
棚
田
を

よ
み
が
え
ら
せ
た
第
二
の
静
岡
県
松
崎

町
石
部
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【公共交通】  宇野港・土庄港・高松港からフェリー
で豊島 唐櫃港へ

「島きっちん」は寄棟、瓦葺きの平屋を利用して、客席を縁側まで張り
出させた開放的なレストラン。洒落た雰囲気が好まれるのか、9月中旬
の平日というのにほぼ満席の状態。「島きっちん」セットを注文、焼き魚・
野菜サラダ・酢の物・汁だけのシンプルな内容だが、食材の新鮮さが
感じられる料理であった。
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会員のみなさんの
ベストショット募集！！

みなさんが撮影した棚田や作業風景
の写真など、ベストショットをコメ
ント（70文字程度）を添えて編集部
まで送ってください。毎号、紹介さ
せていただきます！送り先は下記。

〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-18-16
トーシンハイム704号
「棚田に吹く風　ベストショット」宛
メールでも受け付けています
⇨ hiroba@tanada.or.jp

散歩
東京都渋谷区　石川 公康
（石川県輪島市白米千枚田）



丹
沢
山
系
に
抱
か
れ
た
小
さ
な
棚
田

　

2
月
の
良
く
晴
れ
た
日
曜
日
、
神
奈
川
県
秦
野
市
の
丹
沢
山
系
の
麓
に
あ
る

名
古
木
の
棚
田
に
出
か
け
た
。
以
前
に
も
一
度
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
れ
で

二
度
目
の
訪
問
で
あ
る
。
こ
の
棚
田
は
、
新
宿
か
ら
小
田
急
線
急
行
で
約
65
分
、

秦
野
駅
で
下
車
し
て
バ
ス
で
10
分
ほ
ど
乗
車
し
、
そ
こ
か
ら
20
分
ほ
ど
歩
い
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
昔
な
が
ら
の
農
家
と
新
興
の
住
宅
が
入
り
交
じ
る
道
を
山
の
方
向

へ
、
少
々
勾
配
の
急
な
坂
道
を
進
む
と
左
手
に
棚
田
が
見
え
て
来
た
。
背
後
に
は

丹
沢
山
系
の
山
並
み
が
連
な
り
、
自
然
林
や
竹
林
に
囲
ま
れ
た
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と

は
し
て
い
る
が
里
山
風
情
溢
れ
る
美
し
い
棚
田
で
あ
る
。
枚
数
に
し
て
30
数
枚
ぐ

ら
い
だ
ろ
う
か
。
実
は
秦
野
市
は
僕
の
生
ま
れ
故
郷
で
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
ん
な

棚
田
が
あ
る
な
ん
て
つ
い
最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
数
年
前
ま
で
は
耕
作
放
棄
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
里
山
保

全
活
動
を
し
て
い
る
N
P
O
に
よ
っ
て
２
０
０
3
年
頃
に
復
田
さ
れ
た
ら
し
い
。

田
ん
ぼ
の
脇
に
シ
ー
ト
を
広
げ
、
お
に
ぎ
り
を
頬
張
っ
た
。
風
は
冷
た
い
が
や
わ

ら
か
な
太
陽
の
光
は
も
う
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
棚
田
を
見
下
ろ
す
小
さ
な

社
か
ら
は
、
広
が
る
秦
野
盆
地
と
、
真
っ
白
な
富
士
が
見
え
た
。

（ 

神
奈
川
県
川
崎
市  

久
野 

大
輔 

）

神
奈
川
県
秦
野
市

名な
が
ぬ
き
古
木
の
棚
田

西
岡
常
一
は
、
宮
大
工
で
あ
る
祖
父
の
教
え
を
受

け
、「
土
を
知
る
」
た
め
に
農
学
校
に
入
学
さ
せ
ら

れ
る
。
自
然
は
土
を
育
み
、
土
は
木
を
育
て
る
。
千

年
生
き
る
建
物
に
は
、
千
年
生
き
る
檜
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
上
で
木
の
い
の
ち
を
繋
い
で
ゆ
く
技
術
が

必
要
だ
と
彼
は
言
う
。
土
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、「
法
隆
寺
の
鬼
」
と
称
せ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
常
一
。
生
前
の
姿
を
と
ら
え
た
貴
重
な
映
像
や
証

言
を
通
し
て
、
現
代
文
明
に
抗
い
な
が
ら
も
「
い
の

ち
を
繋
い
で
ゆ
く
」
こ
と
の
尊
さ
と
、
仏
教
建
築
の

原
点
を
伝
え
る
。

2011年／日本
HD／カラー／88分
配給：太秦
2012年2月4日よ
りユーロスペー
ス・シネマサン
シャイン大和郡
山(奈良県)にて
〝祈り〟のモーニングショー�他全国順次公開

■公式HP　http://www.oninikike.com/

鬼
に
訊
け  

宮
大
工  

西
岡
常
一
の
遺
言

本
書
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
金
沢
大
学
の
中
村
浩
二
教
授
を
中
心
に
ス

タ
ー
ト
し
た「
里
山
里
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
自
然
共
生
型
地
域
づ
く
り
）」

に
関
わ
っ
て
き
た
学
内
外
の
研
究
者
ら
１
６
人
が
執
筆
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
生
物
多
様
性
の
ゆ
り
か
ご
」
と
し
て
の
里
山
を
保
全
す

る
だ
け
で
な
く
、
ど
う
活
用
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
れ
を
持
続
可
能
な

未
来
社
会
へ
と
い
か
に
つ
な
げ
た
ら
よ
い
の
か
、
で
あ
る
。
2
0
1
1

年
６
月
に
「
能
登
の
里
山
里
海
」
が
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
登
録
さ
れ
、
追
い
風
も
吹
い
て

い
る
。

編著者：
中村浩二　嘉田良平
¥1800＋税
創森社
2010年10月

里
山
復
権
〜
能
登
か
ら
の
発
信
〜
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上／夏は森に抱かれた棚田に
下／小さな社から見下ろす棚田と秦野盆地
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　昨夏の猛暑が嘘のように、この冬は全国的に寒さ厳しい日々が続いてい
ますが、岩ノ作棚田も例外でなく、日陰の水たまりは固く凍結し、岩肌か
らしみ出る水は白く輝きながら、地面に張り付いています。時折、葉っぱ
を落とした木々の梢を揺るがす風も冷たく、澄みわたった空の青さがこと
さら目に染みます。とは言うものの、早春を象徴する花「ろうばい」は、
既に咲きほころび、透明感のある黄色い花が春の近さを教えてくれます。
２月も末になると、ニホンアカガエルの恋の歌、「キュッ、キュッ、キュッ」

という美声が聞かれ始めます。
　今年も例年のように、体験米づくりや棚田散策、
生きもの観察会などを計画しています。田植えは、
５月の連休明けの予定です。皆さま、今から予定に
組み入れてどうぞご参加ください。今年も棚田でド
ロンコになりながら、楽しい時を過ごしましょう。
	 （安井		一臣）

　冬の岐阜といえば、雪景色を思い浮かべるでしょう。白川郷の合掌造りに
雪が降る風景。岐阜県はかつて美濃の国と飛騨の国に分かれていました。雪
が多いのは白川郷などがある飛騨で、棚田ビオトープがある恵那市坂折棚田
は美濃なので、そこまで雪は降りません。といっても、やはり中山間地です
から、雪は降るし、降ったら気温は低いのでなかなか雪が融けません。
　棚田ビオトープでは、３月上中旬、代かきをして棚田に水を溜めます。坂
折棚田では普通わざわざこの時期、水は溜めません。なぜ水を溜めるのかと
いうと、３月の下旬ぐらいから棚田の水溜まりに産卵をするヤマアカガエル
のためです。ヤマアカガエルは棚田の小さな水溜まりに産卵をしますが、棚
田ビオトープではわざわざ産卵場所をつくっているのです。
　坂折棚田全域でヤマアカガエルの卵塊を探す企画を棚田ビオトーププロ
ジェクト岐阜恵那「第５回かえるの卵を探そう！」として３月24日(土)10:00
から開催します。ぜひともご参加ください。
	 （相田		明）

　今年から始まる石部棚田での「昔ながらのお米つくり体験」の下見に、
昨年12月20日に、スタッフ3名で冬まっさかりの石部棚田を訪れました。
保存会の会長、高橋周蔵さんに今回復田する放棄田を案内していただき、
棚田ネットワークへの多大なる期待もいただきました。今回の復田場所は、
石部棚田の入口近くから正面に見渡せる位置にあり、蓑口のある昔ながら
の棚田風景が、石部の顔になって欲しいとの願いがあるそうです。責任大
ですね（笑）。
　3月3日（土）、4日（日）に決定した第1回目の作業は、「石部棚田復田チャ
レンジ2012」と題して無料イベントに致しました。3㌃、6枚程度のかな
り規模の大きい放棄田を復田して、蓑口という藁でできた伝統的な水取り
口を設置します。とにかく人手が必要なのです！	松崎町は、風光明媚、温
泉もあり、海の幸山の幸が美味しい～。ぜひ、この機会に訪れてみませんか。
	 （高桑		智雄）

春を待つ岩ノ作棚田

雪の棚田ビオトープ

いよいよ始動します！

左：ロウバイ／右：ニホンアカガエル

この棚田を復田します

Project Report
プロジェクトレポート
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〒 160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム 704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp
郵便振替口座：00100-7-151565

編
集
部
か
ら

　
会
報
誌
「
棚
田
に
吹
く
風
」
の

発
行
回
数
も
前
号
（
1
月
号
）

で
80
回
を
数
え
ま
し
た
。
隔
月

発
行
を
長
い
間
支
え
て
来
た
の
は

先
輩
諸
氏
の
地
道
な
努
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
は
め
ざ
ま
し
く
、
活
字
離
れ

も
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
雑
誌

の
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
「
フ
ジ
サ
ン
」

の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
一

年
間
だ
け
で
も
94
種
の
雑
誌
が

店
頭
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て

棚
田
を
め
ぐ
る
情
報
誌
も
決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
情
報
発
信
の
一
翼
と
し
て
「
棚

田
に
吹
く
風
」
を
読
者
の
皆
さ
ん

と
共
に
支
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
投
稿
・
読
後
感
や
要

望
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

。
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［今月の表紙］今年も田んぼの準備が始まりました。（静岡県松崎町石部棚田）

法人会員紹介 ： 新生フィナンシャル株式会社 


